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多人数聴講者を対象とする講義において効果をあげるための工夫と成果(1)
-教養科目｢心理学｣授業の場合-


















































































































































































































(2)心 理 学 系
講義番号 い 斗 目 名 匝 位l学期座 .可 担 当 教 員 (所属等) 極 月 卜 対 象 学 部 等
G2019I,Lt理 学 の基 礎 l2 11期l* .2l長 塚 康 弘 (人文学部)l20I 全 学 部
































(2) 産業 .組織心理学 :企業,組織等における心理学的問題を研究し,その解決をはかるo適性,人間
関係研究により,組織における個人の成長 .発達と組織開発等の促進をはかる○
(3) 臨味心理学 :問題行動,異常行動の診断と治療を心理学的に研究し,その解決をはかるo

















































D.道具の製作 E.実体説 F.ゲシュタルト心理学 G.練習効果の転移 H.
新皮質 ･大脳基底核 ･辺縁系 Ⅰ.観察可能な行動 J.世界初の心理学研究所
K.大脇のはたらき L.食べてみたらうまい､又食べる m.映画の原理 M.
Fzeud N.経験による行動の変容 0.独立変数と従属変数 P.場面の最構造
化 Q.精神分析 R. ｢梅干し｣と開いて超きる唾液分泌 n.乳児の奥行き知
覚 S.人と環境の相互作用 T.自己観察 q.GSR j.実在しない線 U.
色々試してうまくなる V.感情 ･情緒の中枢 W.ウェルニツケの中枢 (後言語
皮質) X.｢神経を伝わる言葉｣ Y.巣症状 u.攻撃性 Z.意識の中枢
a.光受容器一神桂一後頭部皮質 b.ロールシャッハテスト TAT d.妥当
性 ･信頼性 ･内的整合性の検証 e.エネルギー変換装置 h.見えている部分と
背景部分 f.自然科学研究 p.神径系 ･内分泌系 t.丸い皿は横から見ても
丸く見える g.社会的要請 i.容積錯角 ･素材錯角
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次の各間の ( )の部分に適する用語を､別歓に列挙した ｢用語｣の中から選
び､解答用歓の ｢解答記入らん｣の各間の番号右わきの ( )に､各用語の前に
ついている記号により記入せよ｡閉篭例と解答記入例を見よ｡





























別 紙 (兼 解答用紙)
用語
i解答記入例用語 # :東京 *:京都 S:ロンドン +:パリ)
A:神経系 B:要素的(モザイク的)な考え方 C:洞察 (見通し) D:環境
E:試行錯誤 F:意識中心主義 t:多義的 (あいまい) G:経験 H:反射
Ⅰ:･身体的 J:E=KIogR K:理論型 L:横能的固定性 M:WundtN:
耐性 (トレランス) 0:刺激 P:B-f(P,E) Q:経済型 R:結果の
知識 (KR) T:前進的傾向 W:社会化 Ⅹ:思考の硬さ Y:内分泌腺系
Z:認知構造の変化 a:筋肉系 d:心理的 e:道具的 g:Freud カ:恒
常性(恒常現象) y:内臓 f:骨格系 h:オペラント セ :態度 ･関心 ホ:
転移 へ :感覚 ニ:行動主義 チ :政治型
解答記入らん
解答記入例 Aには東京 (#)を､Bにはロンドン (S)を記入するo
1( ) 2 ( ) 3( ) 4 ( ) 5( )
6( ) 7 ( ) 8 ( ) 9( ) 10( )
ll( ) 12( ) 13( ) 14( ) 15( )
番号 ( )名前 ( )
??????
??
? ? ? ? ? ?
